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１．緒 言 

店というものは常に店内に気を配り，お客様に

居心地がよくシーズン毎に売れる商品を，店頭な

ど目につきやすい場所に置くなど，考えなくては

ならない． 
近年のドラックストアは，四半期毎の売り上げ

に大きなばらつきがある．本研究では，四半期毎

の商品棚が一番売上の高くなる組み合わせを提案

する． 

 
図 1.2 四半期ごとの売上 

 
２．最適化問題 

2.1 全数列挙(腕ずくの方法) 
腕ずくの方法は，問題を解決する方法として，

とにかく起こり得ることを力まかせに全部調べ

て，その中から一番良いものを選んで問題の答え

を見つけようとする方法である． 
 

３．データの整理  

3.1 最適配置問題の対象とデータ整理 
本研究では，ドラックストアにおけるカテゴリ

ー毎の最適配置を四半期毎に売り上げ，及び，配

置の優劣をもとに研究を行う．使用するデータと

して，ドラックストアのカテゴリーに分け，分析

対象とする． 
ドラックストアは，商品によって壁際の商品を

固定する店が多いので，下記の表 3.2 は壁際の商

品棚を抜いた表になる． 
 

表 3.1 カテゴリー表 

 
表 3.2 壁際を抜いたカテゴリー 

 
本研究では，2014 年から 2018 年の四半期毎の

売り上げデータをそれぞれのカテゴリーにまと

め，下記の表 3.3 に示す．表の下に表してあるの

は，カテゴリー毎の売り上げ割合である． 
下記の表 3.4 は表 3.3 で求めた割合に，顧客一

人当たり 1300 円と仮定し，1300 をそれぞれの割

合に掛け合わせた数値である． 
 

表 3.3売り上げのデータ 

表 3.4割合に値段掛け合わせ 

 
 
 

i カテゴリー

1 ヘルスケア

2 健康食品

3 ビューティケア

4 トイレタリー

5 日用品

6 その他

7 調剤医薬品

8 OTC医薬品
9 食品

i カテゴリー
1 ヘルスケア
2 健康食品
3 ビューティケア
4 トイレタリー
5 日用品
6 その他



 

   
 

3.2 店内レイアウトとシナリオ 

 
図 3.1 店内のレイアウト 

本研究では，上記の図のように店内レイアウト

を示し，矢印は顧客が店内を回る方向を表し，番

号は商品棚の番号を表す． 
下記の図は，商品棚の場所ごとに優劣を付与す

るためのシナリオである． 

 
図 3.2 シナリオ表 

それぞれのシナリオの説明として，①は，出入

り口の商品が魅力的に見え．レジ付近の商品が魅

力的でない．②は，レジ付近の商品が魅力的に見

え，出入り口の商品が魅力的でない．③は，奥側

の商品，中間の商品が魅力的に見え，レジ，出入

り口付近の商品が魅力的でない． 
3.3 シミュレーションの実装 
本研究では，店内におけるカテゴリー毎の最適

配置を求めることを目的とする．ここでいう最適

配置とは，シミュレーションの売り上げが一番高

くなる組み合わせである． 
全数列挙では，それぞれのカテゴリーの金額と

それぞれ場所の確率の掛け合わせで最も数値が大

きいものを最適配置とする． 
  
４．結果及び考察  

表 4.1 6 カテゴリー結果 

 
上記の表 4.1 は，6 カテゴリーを全数列挙で答

えを求めた結果である． 

まず，シナリオ①から見ると，後半に変化が見

られず，前半では，日用品とビューティケアの配

置に違いが出た． 
シナリオ②では，ほとんど変化が見られないも

のの，第二四半期の結果が後半の日用品，ビュー

ティケア，トイレタリーの配置が他に比べバラバ

ラになった． 
シナリオ③では，第四半期毎の結果では，変化

を見ることができなかった． 
表 4.2 9 カテゴリー結果 

 
シナリオ①では，食品，OTC 医薬品，トイレタ

リー，ヘルスケア用品，調剤医薬品，その他，健

康食品の結果が変わらず，棚 2 と棚 3 の日用品と

ビューティケアの配置が第二四半期と第三四半期

で入れ替わりになることが分かった． 
 シナリオ②では，その他，トイレタリー，食品

の結果が変わらず，第一四半期と第四四半期の結

果に変化が見られた． 
 シナリオ③では，トイレタリー，ヘルスケア用

品，食品，調剤医薬品，その他，健康食品の結果

が変わらないが，第一四半期の結果が，ビューテ

ィケアと日用品，OTC 医薬品の場所に変化が見ら

れた． 
 

5．結 言 

本研究では，ドラックストアにおける最適配置

を求めることを目的とした．結果として全数列挙

で答えは求められた． 
今後の課題として，全数列挙ではなく，遺伝的

アルゴリズムを用いることで，組み合わせ爆発を

起こした場合でも，近似値を求めることができる

と考えられる． 
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